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“車外放出事故”―日常生活では馴染みのない

ことばですが、ここでは“運転者や同乗者の身

体全部または一部が、衝突によって車外に放り

出された交通事故”を指します。平成15年に自

動車乗車中に交通事故で死亡した乗員の8％が

“車外放出”によるものでした。

また、平成15年のデータによると、自動車乗車

中の乗員の死傷者死亡率（死者と負傷者の合計

に対する死者の割合）は0.4％ですが、車外放

出された乗員の死傷者死亡率は29％と非常に高

いことから、乗員が車外に放出されると重い傷

害を受けることがわかります。

1 車外放出事故死者数の推移

2 どのような事故で乗員が車外に放出されたのか

3 後席に同乗していた車外放出死者の34％は子ども

4 車外放出による死者は特定の車種で多いわけではない

5 事故例調査データ（ミクロデータ）の分析

6 事故例の紹介

7 まとめ
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乗用車や貨物車などの自動車乗車中に事故で
死亡した乗員全員の数と、その中で車外放出に
よって死亡した乗員の数を、平成5年から平成
15年まで年別にグラフ（図1、図2）にしまし
た。これを見ると死亡者は年々減少しているの
がわかります。
しかし、車外に放出されて死亡した乗員がど
の位置の座席に座っていたかを見たところ、運
転者と前席同乗者は毎年減少しているのです
が、後席同乗者は、それほど減少していないこ

とがわかりました（図3）。
平成15年のデータで「車外放出された死亡
者が座っていた位置」と「自動車乗車中の全死亡
者の座っていた位置」を比べてみました（図4）。
その結果「全死亡者で後席同乗者」が約10％

であるのに対して「車外に放出されて死亡した
乗員で後席同乗者」は約24％を占めていたこと
から「後席同乗者で車外放出死亡者」は2.5倍
にもなっていることがわかりました。
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車外放出事故死者数の推移1Section
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図1 自動車乗車中全死亡者（平成5～15年）

0

100

200

300

400

500

600
人 

H15H14H13H12H11H10H9H8H7H6H5

561

531

489

466

449

359

344

319

352

304
247

図2 車外放出死亡者（平成5～15年）
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図3 乗車位置別・車外放出死亡者（平成5～15年）
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図4 死亡者・乗車位置別構成率比較



「どのような事故で乗員が車外に放出された
のか」を調べるため、平成10～14年までの5年
間のマクロデータ（交通事故統合データベース）
から車外放出事故を抽出したところ5,034件が
対象となりました。
比較のために、車外放出の有無とは関係なく

「全死亡事故」、「全事故」のデータも示しました。
なお、「全死亡事故」、「全事故」のデータは

「平成15年版の交通統計」の値を使用しました。
まず、車外放出死亡事故は昼夜のどちらに発
生しているかを見てみました（図5）。その結果
「夜間」の発生割合が62％で、全死亡事故の夜
間発生割合の44％よりも高くなっています。
天候別（図6）、路面状態別（図7）では、そ
れぞれ「雨天」、「湿潤」での発生率が少し高く
なっています。

道路種別（図8）では、「高速道路」の構成
率が高く、道路形状別（図9）では「単路・そ
の他」の割合が高くなっています。
地形別（図10）では、「非市街地」での発生

が70％と非常に高くなっています。
つぎに、図11A、Bのように、車外放出死亡
事故と全死亡事故を「事故類型別」に整理して
みました。すると、車外放出事故の場合「車両
単独」の比率が「全死亡事故」に比べて高いこ
とがわかりました。その中でも、車両単独の
「防護柵等への衝突」が28％で最も多く、次に
多いのが車両相互事故の「出会い頭」で18％と
なっています。
交通事故にあった車の運転者が「危ない！ぶ
つかる」と思ったときの車の速度を「危険認知
速度」といいます。図12A、Bは、「事故にあ
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どのような事故で乗員が車外に放出されたのか2Section
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った全車両」と「事故で乗員の車外放出があっ
た車両」に分けて「危険認知速度」ごとに乗員
がどのような人身損傷（軽傷・重傷・死亡）を
受けたのかを比較したものです。
左の「全事故の乗員」のグラフを見ると、時
速40km以下ではほとんど死者が発生していな

いのに対して、右の「車外放出のあった車両の
乗員」のグラフでは「自車が停車中」も含めて、
低い速度領域でも死亡あるいは重傷となる割合
が高いことがわかります。このように、自車が
停車中あるいは非常な低速でも車外放出がおき
ることがあります。
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図12A 全事故の危険認知速度と乗員の傷害程度
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図12B 車外放出のあった車両の危険認知速度と車外放出された
乗員の傷害程度
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図11A 事故類型別構成率・車外放出死亡事故
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図11B 事故類型別構成率・全死亡事故
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後席に同乗していた乗員が車外放出で死亡し
やすいことはすでに述べました。ここでは交通
事故の際に、車外に放出されて死亡した乗員を
「乗車位置」と「年齢」という観点で分類しまし
た（図13）。
注目すべきは、後席に座っていて死亡した同
乗者のうちで、18歳以下の子どもが34％もの
高い比率を占めているという点です。
表1は「自動車が関与した全事故」と「乗員
の車外放出があった事故」に分けて「乗車位置」
「シートベルト着用者率＊1」「人身損傷程度」を
表したものです。この表でわかるように、「自

動車が関与した全事故」の場合、死亡した運転
席乗員および前席同乗者のシートベルト着用者
率は38～40％でした。
一方、「車外放出」の場合、死亡した運転席
乗員および前席同乗者のシートベルト着用者率
は4％や7％ですから、ほとんどの乗員がシー
トベルトを着用していなかったといえます。
後席同乗者の車外放出死者にいたっては、わ
ずか1％のシートベルト着用者率です。
このことから、例えば、子どもがシートベル
トを着用せずに後席に座っているという状態で
交通事故にあうと、子どもは車外に放出されて
重大な傷害をうける確率が非常に高くなること
が容易に想像できます。

後席に同乗していた車外放出死者の34％は子ども3Section
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図13 車外放出死亡者・乗車位置別・年齢層別構成率
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表1 乗車位置別・人身損傷程度別・シートベルト着用者率

次に、車外放出による死者は特定の車種で多
いのかどうかを確認するため「車外放出で乗員
が死亡した車両」と「乗員が死亡した全車両」
を車種によって分類し比較しました（図14）。
その結果、車外放出事故の約7割が普通乗用
車および軽乗用車で発生していることがわかり
ました。その次に多かったのが軽貨物（約2割）
でした。
全事故における車種の分類と比較しても、ほ
ぼ同様であることから、車外放出が特定の車種

でおこりやすいのではないことがわかりました。
図14からは乗用車で車外放出が多いという

ことがわかりました。さらに細かく、乗用車の
形状別・用途別の死者数の推移（図15）をみ
てみました。
死者数は平成13年からは毎年減少していま
すが、1Box＆ミニバンの車外放出死者数につ
いてはここ3年間ほぼ横ばいとなっています。
1Box＆ミニバンの場合、どこに座っていた
乗員が車外に放出されて死者となったかについ

車外放出による死者は特定の車種で多いわけではない4Section

＊1 「シートベルト着用者率」とは、自動車乗車中の事故で死傷
した乗員のうち、シートベルトを着用していた乗員の比率です。



て、他の車両と比較してみたのが図16です。
1Box＆ミニバンでは後席同乗者の割合が目立
って高いことがわかります。
平成5年から平成14年の10年間における乗用

車の登録台数の推移（図17）をみると、1Box＆
ミニバンが増加しているのがわかります。
1Box＆ミニバンの場合、家族や友人など多
人数が移動する時に使用されるため、後席同乗
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図16 車外放出死亡者・乗用車形状／用途別・乗車位置別構成率
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者の死者が他の車両に比べて多くなるのでしょ
うが、シートベルトを着用しない乗員が他の車
に比べて多いこともこれを助長していると思わ
れます。
今後もこの傾向が続くようであれば、後席を
使用する機会が多い1Box＆ミニバンおよびワ
ゴン車の事故での死傷者数が増加する危険性が
高いと思われます。
車外放出があった車両で、車体のどこが衝突
したかを分類したところ、右前部と左前部の構

成率が高くなっていました。つまり、衝突が車
両の端だったために、車両が回転したり、車両
が跳ね飛ばされてその勢いで乗員が放出されて
いたことが推測できます。
さらに、車外放出車両の「乗員の乗車位置」
と「衝突部位」の関係を見ると（図18）、運転者の
70％が前面衝突で車外に放出されていますが、
前席同乗者と後席同乗者は側面衝突で車外に放
出されている割合が高いことがわかりました。

車外放出時の状況を詳細に分析するため、平
成5年～14年までの10年間に事故現場を調査し
た「事故例調査データ（ミクロデータ）」約
3,000件から車外放出のあった84件の事例を抽
出しました。その内訳が表2で、放出原因ごと
に分類したのが表3です。なお、車外放出事故
において、運転者や同乗者の身体全部が放出さ
れた場合を「完全放出」、腕や頭など身体の一
部が放出された場合を「部分放出」といいます。
分類としては、
①衝突の衝撃により「転覆することで放出」

②激しい衝突で車両が大破・分離して乗員の
生存空間も失われ「車体損壊が大きすぎて
放出」
③乗員の生存空間はあるが「ドアが開放して
放出」
④乗員の生存空間はあるが「前面窓がはずれ
て放出」
⑤上記①から④以外
の5つに大別できました。
①の「転覆」が最も件数が多くありました。
車両単独事故の場合は、路外に逸脱して電柱や

事故例調査データ（ミクロデータ）の分析5Section
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表2 車外放出事故例抽出データ概要

平均衝突 
速度km/h

No. 放出原因 

60.3

75

52.5

60.8

39

19

12

7

2

8

件　数  

単　独 相　互 

7

3

7

7

12

計84

転覆することで放出 ① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

車体損壊が大きすぎて放出 

ドアが開放して放出 

前面窓がはずれて放出 

上記①～④以外 

表3 車外放出事故の放出原因別分類
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標識などの固定物に衝突した後に転覆したり、
走行中にタイヤがバーストしてバランスを失っ
て転覆したり、道路脇の法

のり

面
めん

に乗り上げてその
反動で転覆するケースなどがありました。車両
相互事故では、側面に衝突されて転覆するケー
スが見られました。側面に衝突されて転覆する
のは、軽貨物や比較的車高の高い車の場合が多
いようです。
⑤の「上記①から④以外」が件数としては二
番目でした。車両単独事故の場合は①の例と同
様に速度の出し過ぎなどによって車をコントロ
ールできなくなって固定物等に衝突していま
す。車両相互事故の場合では、出会い頭事故で
側面に衝突され、その衝撃で車が大きく移動し、
乗員が飛ばされて車外に放出されていました。
②の「車体損壊が大きすぎて」の例は単独事
故に多く、しかも衝突速度が高い場合が多いよ
うです。これらの事故の場合、最も低い速度で
も時速55㌔㍍でした。
③の「ドアが開放した」ケースには次の2つ
があります。1つはドア部での車体変形が大き
くてロックが破損してドアが開放する場合と、
もう1つは乗員が室内側からドアの内面に衝突
することによってロックが破損・解除してドア
が開放する場合です。これらの事例が発生して
いる車は、初度登録年が1987～1997年と比較
的古いものです。最近の車は、前面衝突・側面
衝突規制等に適合させるためドアロックや車体
強度が強化されており、以前の車に比べると発

生しにくいと思われます。
④の「前面窓がはずれて」の例は、衝突時に
前面窓の開口部が変形することにより、はめ合
わせの前面窓（普通貨物・軽貨物）がはずれて
乗員が車外に放出されています。
図19に示すように全体の51％を占める③、

④、⑤では、乗員の生存空間は確保できている
場合が多いため、シートベルトを着用していれ
ば車外放出は防げたのではないでしょうか。収
集したミクロ調査事故データは、事故概要、事
故類型などにおいてマクロデータの分布を再現
できていることから、これらの状況でシートベ
ルトを着用していた場合、平成15年に車外放出
で死亡した247人（図2）の約半分の120人は救
えたのではないかと考えます。
シートベルトを着用しない乗員の非着用の理
由を整理しました（図20A、B）。

51%

26%

15%20%

14%

9%

①転覆することで 
　放出 

④前面窓が 
　はずれて放出　 

③ドアが開放して 
　放出 

⑤①～④以外 

②車体損壊が 
　大きすぎて放出 

ベルト着用にて 
救える領域 

図19 ミクロデータ抽出の車外放出原因別・事故件数

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200人 

面倒、窮屈だから 

習慣化してないため 

事故を起こさないから・距離が近いから 

着用免除 

罰金や取締まりが少ないから 

回りの人が締めていないから 

締める理由が理解できないから 

運転者908名中 
360名回答 

図20A シートベルト非着用の理由　運転者（回答360名）
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事故例調査データ（ミクロデータ）のすべて
のシートベルト非着用乗員（運転者908名、同
乗者508名）から得られた結果は以下のように
なりました。
1．面倒、窮屈だから
2．習慣化してないから
3．事故を起こさないから・距離が近いから
が上位の理由として挙げられました。
これらの結果を踏まえて、シートベルトの着
用の推進にあたっては以下のことが有効と考え
られます。

1に関しては、シートベルトの装着性をより
快適なものに改善していく。
2および3に関しては、シートベルト着用の
意味や効用がよくわかるような啓発活動を推進
して自動車に乗車する場合の乗員の意識を向上
させる。
また、平成17年9月からは、新たな型式の車
の運転席にはシートベルト非着用警報装置の装
着が義務化されます。これによって、シートベ
ルト着用者率の向上が期待できます。

【事故例1 図21】単独事故

A車（女性・30歳代・普通乗用車）は片側3
車線の高速道路の第1車線を時速約90kmで走
行していた。乗員はA運転者の他に助手席に1
人、2列目に大人1人子ども1人、3列目に子ど
も1人の計5人だった。突然の横風を受けて
（A1）左に流されたため、右に急ハンドルをき
ったところバランスを崩して蛇行し、しばらく
走行したのち、第1車線上で横転転覆した。2
列目と3列目に座っていた子ども2人が車外に
放出され、そのうちの3列目に座っていた子ど
もが死亡した。
【事故例2 図22】単独事故

A車（男性・20歳・普通乗用車）は片側2車

線の高速道路の走行車線を時速約120kmで走行
していた。路面は降雨のため完全に濡れていた。
先行車に追いつき追い越したところ、突然ハン
ドルが左右にぶれ始め蛇行状態（A1）になっ
た。助手席同乗者もハンドルを押さえたが体勢
を立て直せず右前方の中央分離帯ガードロープ
に衝突した。右にスピンしながら左前部をガー
ドロープに衝突し、さらに右スピンしながら左
後部をガードロープに衝突した。最後の衝突で
後部座席に乗車していた女性2名と後席左の女
性（18歳）に抱きかかえられていた幼児1名の
合計3名が車外に放出された。幼児は死亡した。
前席に座っていた2名はシートベルト着用して
いたので無傷だった。

事故例の紹介6Section

0 10 20 30 40 50 60 70 80人 

面倒、窮屈だから 

習慣化してないため 

事故を起こさないから・距離が近いから 

着用免除 

回りの人が締めていないから 

同乗者508名中 
140名回答 

図20B シートベルト非着用の理由　同乗者（回答140名）
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【事故例3 図23】車両相互事故

A車（女性・59歳・軽貨物車）は既に暗くな
った道を走行していた。信号機のある交差点で
右折をしようと一旦停止した（A2）。対向する
車線にB車を含む2台を認めたが、先にいける
ものと右折を開始した。B車（女性・19歳・普
通乗用車）は時速65km程の速度で走行してい
たため、出てきたA車に気づいても停止するこ
とができなかった。B車はA車の左側面に衝突
し、その衝撃でシートベルトを着用していなか
ったA運転者は助手席の窓ガラスを突き破って
車外に放出され全治3ヶ月の重傷を負った。

急ハンドル 

横風 

横転 A2A1

事故例1 図21

A6 A1

A5 A4 A3 A2

中央分離帯 

事故例2 図22

A4

A1

A運転者 
B3

B2 B1

A2

A3

止
ま
れ 

事故例3 図23
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車外放出事故は死傷者死亡率が非常に高いた
め、さらに減少させたい事故です。
交通事故統合データベース（マクロデータ）
および事故例調査データ（ミクロデータ）を分
析してわかったのは以下のことです。
①車外放出は、すべての事故形態で発生する
が、出会い頭（車両相互）、防護柵等への
衝突（車両単独）、路外逸脱（車両単独）
の3類型が多い。
②車外放出は衝突速度が低くとも発生する場
合がある。
③全事故で死亡した乗員が後席に座っていた
割合は約10％だったが、車外に放出され
て死亡した乗員が後席に座っていた割合は
約24％だった。
④後席に座っていて車外放出で死亡した同乗
者の34％が子どもだった。

⑤車外に放出されて重傷以上の傷害を受けた
乗員のほとんどがシートベルト非着用者だ
った。
事故例調査データ（ミクロデータ）を分析し
て、平成15年の車外放出死者の約半数である
120人はシートベルトの着用で救えたのではな
いかと推計できました。
これまでもシートベルト着用が叫ばれてきた
にもかかわらず、依然としてシートベルトを着
用しない乗員がいます。シートベルト着用者率
をさらに高くするには、乗員の意識の向上と同
時に、使いやすく快適なシートベルトに改善す
ることも必要なのではないでしょうか。
また、交通事故死者数をさらに低減させるた
めの対策の一つとして、特に着用者率の低い後
席シートベルトの着用義務化の検討を開始する
ことも必要だと思われます。
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